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平成 20 年度 地震研究所職員研修会 日程・プログラム 

 
 

日 程 

 

 

 

会 場 

平成 21 年 1 月 28 日(水) ～ 30 日(金) 

28 日(水) 13:30 ～ 17:45 技術発表会 

29 日(木) 10 時つくば駅集合 所外研修（防災科学技術研究所および地震研筑波地震観測所） 

30 日(金) 09:00 ～ 12:00 技術発表会・安全衛生講演・特別講演・終了証書交付 

東京大学地震研究所 2 号館 5F 第 1 会議室 
 

 

諸注意等 

 

・ 発表時間には発表準備および質疑応答も含まれております。質疑応答時間は 5 分程度を想定し

ております。発表中には以下のタイミングで鈴が鳴ります。時間厳守でお願いします。 

1 鈴：発表時間終了の 10 分前 

2 鈴：講演〃間終了の 05 分前（プレゼン終了の目安となります） 

3 鈴：発表時間終了時間 

・ 懇親会の会費は初日の受付時にお支払い頂く予定ですので、予めご用意下さるようお願い致し

ます。なお初日の懇親会会費は 2,000 円、2 日目の防災科研での昼食懇親会は 1,000 円です。

防災科研での昼食懇親会は原則として全員参加ですのでご了承下さい。 

・ 所外研修の集合場所は「つくばエクスプレス つくば駅」です。地震研ではありませんのでご

注意ください。詳しくは「所外研修のご案内」をご覧ください。 

・ 1 日目・3 日目（28 日・30 日）は会場の第 1 会議室前にコーヒー・お茶類をご用意しており

ますので、休憩時間などにご自由にお取りください。尚、会議室は飲食禁止になっていますの

で持込はご遠慮ください。 

・ 地震研内は指定された喫煙スペース以外では禁煙です。 

・ 会議室内は空調が効いておりますが、温度調整についてご要望がありましたら研修委員までお

気軽にお申し付けください。 
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1 日目：1 月 28 日(水) 技術発表会 ＠ 2 号館 5F 第 1 会議室 

 

13:00～13:30 受付 ＠ 2 号館 5F 第 1 会議室入口 

13:30～13:40 挨拶 大久保 修平 地震研究所長・酒井 慎一 研修運営委員長 

技術発表会 〈座長 坂 守・井本 良子〉 

13:40～14:15 

（35 分） 
(１) 

発表者 内田 正之（技術開発室） 

題 目 
首都直下地震防災・減災特別プロジェクトにおける検出器取り付け装置

及び太陽電池パネルの支持架台の製作について 

14:15～14:40 

（25 分） 
(２) 

発表者 坂上 実（技術開発室） 

題 目 
首都直下地震防災・減災特別プロジェクトにおける東京湾第二海堡での

地震観測点の設営について 

14:40～15:00 

（20 分） 
(３) 

発表者 宮川 幸治（総合観測室） 

題 目 首都直下中感度地震観測網(MeSO-net)の概要及び地動ノイズレベル 

15:00～15:20 

（20 分） 
(４) 

発表者 
内田 和也・植平 賢司（九州大学大学院理学研究院附属地震火山観測研

究センター） 

題 目 地震テレメータ観測点のデータパケットとステータスの監視 

15:20～15:40 

（20 分） 
(５) 

発表者 多田 光宏（京都大学防災研究所火山活動研究センター桜島火山観測所） 

題 目 DOAS による桜島火山の SO2放出量の観測について 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 休憩（20 分）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

技術発表会 〈座長 芹澤 正人・田上 貴代子〉 

16:00～16:20 

（20 分） 
(６) 

発表者 宮川 幸治（総合観測室） 

題 目 南アフリカ金鉱山におけるボアホール加速度計観測網の構築 

16:20～16:40 

（20 分） 
(７) 

発表者 渡邉 篤志（総合観測室） 

題 目 北マリアナ諸島アナタハン島での地震観測 

16:40～17:00 

（20 分） 
(８) 

発表者 橋本 信一（総合観測室） 

題 目 海外地震観測と私 

17:00～17:25 

（25 分） 
(９) 

発表者 羽田 敏夫（総合観測室） 

題 目 勤続 40 年を振り返れば 

17:25～17:45 

（20 分） 
(10) 

発表者 平田 安廣（総合観測室） 

題 目 鋸山地殻変動観測所の紹介 

 18:00～ 懇親会 ＠ 1 号館 7F ラウンジ（参加費 2,000 円・研修会受付時に徴収致します） 

プログラム 

黄 ・・・ 技術発表 

緑 ・・・ 特別講演・安全衛生 



3 

 

2 日目：1 月 29 日(木) 所外研修（防災科学技術研究所および地震研筑波地震観測所） 

 

集合時間  10 時 00 分 

集合場所  つくばエクスプレス・つくば駅（A3 出口）バスターミナル 9-10 番乗り場 

※ つくば駅からは貸切バス(大曽根タクシー)で各施設へ移動します。 

 

防災科学技術研究所 講演および見学 

10:20  防災科学技術研究所 着 

10:30～10:40  挨拶（地震研 研修運営委員長 及び 防災科学技術研究所 岡田義光 理事長） 

10:40～12:00 

（80 分） 

 講演Ⅰ：岡田 義光 理事長 

「観測の質を高めるために ～データの裏側にあるもの～」 

12:00～13:00  昼食懇親会 

※ 立食形式で開催します。防災科研の方々も参加される予定です。 

（参加費・食事代 1,000 円・研修会受付時に徴収致します） 

13:00～13:30 

（30 分） 

 講演Ⅱ：小原 一成 地震観測データセンター長 

「防災科研基盤的地震観測網の概要」 

13:30～14:00 

（30 分） 

 講演Ⅲ：汐見 勝彦 高感度地震観測管理室長 

「基盤的地震観測システムの概要」 

14:00～14:30 

（30 分） 

 講演Ⅳ：鵜川 元雄 火山防災研究部部長 

「防災科研の火山観測網」 

14:30～15:30 

（60 分） 

 グループ見学（4 班に分けてそれぞれ別施設を回ります） 

A 班 データセンター棟 から見学 

B 班 研究交流棟アトリウム から見学 

C 班 K-net 観測点 から見学 

D 班 収録装置保管庫 から見学 
 

15:30  防災科学技術研究所からバスにて筑波地震観測所へ移動 

※ 時間があれば「大型降雨実験施設・大型耐震実験施設」に立ち寄る予定です。 

 

東京大学地震研究所 筑波地震観測所 見学 

16:05  筑波神社付近でバス下車  

※ 観測所までは 10 分ほど歩きますのでご了承ください。 

16:15～16:45 

（30 分） 

 
地震研究所筑波地震観測所 見学 

16:55  筑波神社付近でバス乗車 

※ つくば駅までお送りします。 

 

解散 17:45 頃 @ つくばエクスプレス つくば駅 
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3 日目：1 月 30 日(金) 技術発表会・特別講演 ＠ 2 号館 5F 第 1 会議室 

 

技術発表会 〈座長 橋本信一〉 

9:00～9:30 

（30 分） 
(11) 

発表者 村松 敏哉（図書室） 

題 目 地震研究所所蔵「鯰絵」の地震防災における今日的意義について 

特別講演 〈司会 橋本信一〉 

9:30～10:00 

（30 分） 

講 師 篠原 雅尚 准教授（地震地殻変動観測センター） 

題 目 
次世代インライン式海底ケーブル観測システムの開発 

－超高密度海底観測にむけて－ 

概 要：日本周辺の海溝域では、被害を伴う大地震がたびたび発生している。海域での地震

モニタリングには、海底地震計をケーブルで繋ぎ、陸上までリアルタイムでデータを伝送す

る海底ケーブル観測システムが最も有用であり、これまでの２５年間にいくつかのシステム

が設置され観測を行っている。しかし、既存の海底ケーブルシステムは観測点数が尐なく、

また直線状での観測に留まっている。地震研究所では、高密度で 2 次元的な観測点配置が可

能な次世代の海底ケーブル観測システムの開発を行ってきており、現在実用化の段階にあ

る。このシステムは、観測点を小型化すると共に、ITC 技術を導入し、約 20km 間隔の観測

点配置を可能としたところが特徴である。ここでは、現在実用化されつつある新開発の海底

ケーブル観測システムの概要を説明し、さらに超高密度な観測を可能とする次に開発すべき

海底ケーブル観測システムについて紹介する。 

安全衛生講演 〈司会 橋本信一〉 

10:00～10:45 

（45 分） 

講 師 戸野倉 賢一 准教授（環境安全研究センター環境安全本部主幹） 

題 目 薬品管理について 

特別講演 〈司会 橋本信一〉 

10:45～11:45 

（60 分） 

講 師 佃 為成 准教授（地震地殻変動観測センター） 

題 目 地震予知の本のことなど 

概 要：昨年出版した「地震予知の最新科学」は、一般の方々に地震現象の解説や地震予知

の方法をわかってもらうことを主なねらいとしています。各章の始めあたりの文章は中学生

にも読めるように工夫しました。コラムは詳しいことを知りたい人の為のものです。各所の

図に出てくるデータなどは、その分野の 1 等品を選びました。そして説明も詳しくしました。

ですから、地震の勉強をしたい人も退屈しないと思います。一般の読者は、小さい字は飛ば

してもらい、イラストを眺めて楽しんでいただく趣向です。 

 この本は、科学のこと、研究のこと、大学のこと、研究所のことなどについての考え方が

地震の物語の筋の随所に“塗り込めて”あります。1 行 1 行ゆっくり何回も読むと、それが

浮かび上がって“何らかの模様”が見えてくる、と作者は期待しているのです。この本の裏

話が本講演のテーマです。地震予知に限らず、仕事のこと、職場のこと、伝統のこと、敷居

を低くすること、それらの根っこにあるものの考え方など、そのあたりの話を聞いていただ

きたいのです。 

11:45～12:00 
挨拶  橋本 信一 実行委員長 

修了証書交付 大久保 修平 地震研究所長 

13:15～14:30 
地震研ラボツアー（希望者のみ） 

※ 海底地震計実験室・1 号館免震システム・地震計博物館・他を予定しています。 
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 （http://www.bosai.go.jp/index.html） 

 

今回の所外研修では「つくば本所」を訪問し、理事長・地震観測データセンター担当者・火山防災研究部

担当者に講演して頂く予定です。 

 

 

  所在地      組織図 

 

沿革 

1963.04 国立防災科学技術センター設立（東京） 

1970.06 大型耐震実験施設開設（筑波研究学園都市施設第一号） 

1974.03 大型降雨実験施設開設 

1978.04 筑波研究学園都市へ移転完了 

1984.03 関東・東海地殻活動観測網概成 

1990.06 「国立防災科学技術センター」から「防災科学技術研究所」に名称変更及び組織改編 

1996.03 K-NET（強震観測網）概成 

1997.03 Hi-net（高感度地震観測網），KiK-net(基盤強震観測網)稼働開始 

1997.11 F-net（広帯域地震観測網）稼働開始 

1999.04 組織改編（防災研究データセンター設置） 

2001.04 独立行政法人防災科学技術研究所設立 

2005.03 実大三次元震動破壊実験施設（Ｅ－ディフェンス）完成（三木） 

2006.04 組織改編（研究組織を 3研究部、3センター体制に再編） 

 

防災科学技術研究所について 

http://www.bosai.go.jp/index.html
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筑波地震観測所の設立は地震研究所の創立より 4 年古い 1921（大正 10）年であり、1927（昭和 02）

年に地震研究所に所管替となりました。次ページに、1982（昭和 57）年の「地震研究所要覧」に掲載

されていた紹介ページを載せましたのでご覧下さい。 

 

筑波山についての地質メモ 

（http://www.gsj.jp/Info/100mt/tsukuba/tsuku_ch/tsukuba.html） 

概要：山体の大部分は 7500 万年前の白亜紀頃に貫入したと考えられる硬い斑レイ岩の巨大な塊から成

り、固結時の質量分化の影響なのか女体山山頂付近では白く（軽い）、山麓では黒っぽい色（重い）を

しています。また斑レイ岩を放射状に取り囲んで、斑レイ岩よりも新しい約 6000 万年前頃に深さ約

12km の地下深部に貫入して来たと考えられる花崗岩が分布しています。花崗岩は斑レイ岩に比べると

脆く浸食され易い為、斑レイ岩が山頂部を、周囲の花崗岩はそれより低い山体を作っています。そして

中腹以下ではこれらの古い岩盤から剥がれ落ちた岩のかけらが積み重なってできた崖錐堆積物が覆っ

ています。 

成因：このような地形（女体山 875.9m、男体山 871m）になった原因は、筑波山付近を南端として八

溝山地から阿武隈山地にかけて広い範囲が隆起して来たためと考えられています。また筑波山の周囲に

は 10～30 万年前に関東平野を流れていた川によって作られた台地（段丘）が今の低地より 10～30m 高

い場所に広がっています。こうした事から、筑波山は大雑把にみて 1 万年当たり 1～2m という速度で

隆起して来たと考えられます。また筑波山に降った雨の一部は地下水となり、関東平野の中央部付近（埼

玉県）で上昇してくるという報告があります。 

斑レイ岩：玄武岩質マグマがゆっくり冷えてできた深成岩（地下深くでマグマが冷え固まってできた岩

石）で、斜長石・輝石・カンラン石等から成り、火山のなりそこないのマグマだまりの化石と言えます。 

 

  

防災科研・筑波地震観測所の周辺地図      筑波山の地質 

筑波地震観測所について 

http://www.gsj.jp/Info/100mt/tsukuba/tsuku_ch/tsukuba.html
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1982（昭和 57）年の「地震研究所要覧」に掲載されていた紹介ページ（1 / 2 ページ） 
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1982（昭和 57）年の「地震研究所要覧」に掲載されていた紹介ページ（2 / 2 ページ） 
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